
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○協働的な学びや探究的な学習活動を柱に、
「問い続け、学び続け、挑戦し続ける生徒」の
育成を図る。

○年度内に、３か年を見通した「総合的な学習の時
間」のカリキュラムを開発する。
○「将来の夢や目標に向け、総合的な学習の時間
が役に立った」と回答した生徒を80％以上。

・生徒が主体的に課題を設定し、情報収集、分析、まとめ・表現
を行う探究的な活動を設計する。

A

・「将来の夢や目標に向け、総合的な学習の時間が役に立った」と回答した生徒が87％で、成果
指標を上回ることができた。このことは、探究活動を取り入れた「総合的な学習の時間」のカリキュ
ラムの研究・開発に全職員が関わり、取り組んだ一つの成果であると考える。

A

・探究活動に向けてのカリキュラム等工夫されて
いると感じた。
・中学生の時期に自分の目標を確かなものにす
ることは、その後の大きな指針になる。成果指
標、具体的取組、実践は画期的に感じるが、学力
向上にどうつながるかの成果指標があるとよい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動

〇道徳に関するアンケートにおいて、肯定的な回答
をした生徒を85％以上。

・年間指導計画の見直しや学年職員チームによる教材研究を通
して、道徳教育の充実を図る。
・いじめ・いのちを考える日や人権集会において、生徒主体の活
動を実施する。 A

・「道徳の授業は、よりよい生き方を考える上で大切だ」と回答をした生徒が94％で昨年の93%より
高く、
「命の大切さや他人を思いやる心を身につけるように努めている」と回答をした生徒も97％と高く、
年間計画に基づき道徳科の授業に取り組んだことが学校評価アンケートの結果に表れていると考
えられる。 A

・いじめは、なくなりはしないが、子ども達の心が
安定していると思う。
・保護者と触れ合う授業を行うことは、家庭での対
話を促すきっかけにもなり、子どもたちがどのよう
な考え方をするかを理解する事により、社会性、
倫理観といったものをともに考える場所を醸成す
ることにつながる。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

〇「生活アンケート」を月１回実施する。
〇6月と10月に教育相談を実施する。
学校アンケートで、いじめに関する項目で「差別や
いじめが無いよう心がけている」と回答した生徒を
95％以上。

・いじめに関する実態調査を毎月行う。
・きめ細かな実態把握に努め、いじめの未然防止、早期発見、早
期対応を図る。
・情報交換を密に行い、共通理解を図り、協力体制をつくる。
・教職員への「いじめ防止対策基本方針」の周知を図る。また、
SC･学習支援員・SSWとの連携を深める。

A

・毎月のアンケートや定期教育相談を通し、様々な問題の早期発見、早期解決に努めることが出
来た。また、生徒の学習や生活に関わる諸問題の兆候をみとるために、WEBQUを活用した。
・生徒指導部会や教育相談部会を毎週行い、気になる生徒や事案について情報を共有・相談し、
様々な意見を出し合い生徒指導に生かすことができた。
・「差別やいじめが無いよう心がけている」と回答した生徒は95％(R6:98%)であった。　.実際に生徒
が他の生徒のことを相談し、いじめの発覚や解決につなげることができた。

A

・些細なことも見逃さない姿勢が見受けられたこと
と、起きてしまったことに対する対処が丁寧に感じ
る。
・人権意識の向上に今後とも期待する。

●◎生徒が夢や目標を持ち、その実現に向け
て意欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した生徒80％以上。
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的
な回答をした生徒85％以上。

・開発的生徒指導（生徒の出番・役割・承認）の視点に立った教
育活動を展開する。

A

・授業だけでなく、学校行事・学年行事や生徒会活動における生徒の主体的・協働的な活動が定
着してきた。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した生徒は79%(R6:78％)、「将来の
夢や目標を持っている」と回答した生徒は85％(R6:86％)、「自分の夢や目標の実現に向けて努力
している」と回答した生徒は85％(R6:86％)であった。

A

・生徒の主体的・協働的な活動が定着していくこと
はよい。学年が進むにつれ、できることが増えて
いく時期なので、昨年よりももっとよくできた、理解
が進んだ等の自覚を促していくことによって、認め
られているという自己肯定感につながりよい結果
を生むと思う。

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間
で420分以上の生徒70％以上。

・部活動で、体力や技能の向上を図り、心身共に健康な生徒を
育成する。
・体力テストの結果を個人で分析する時間を設定し、具体的な改
善・目標を立てさせ実践させる。 B

・授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で420分以上の生徒は63％(R6:68%)と昨年度よ
りも下回り、目標値の70％以上からも大きく差が開いた。しかし「体力テストなどで自分の体力を
知り、日頃から体力の向上に努めている」と回答した生徒は76％(R6:73%)と昨年を上回り、部活動
や自主的な取り組みができている生徒が増えてきている。部活動の時間が見直され、個人で運動
に取り組む生徒とそうでない生徒と二極化していることが分かり、今後は主体的に生徒が運動ス
ポーツに取り組むための、提案を行っていく必要がある。

B

・部活やスポーツ系の習い事で体を動かさない生
徒はスポーツを行う時間は少なくなるとは思うが、
学校は努力していると感じる。
・成果指標の運動やスポーツに登下校の時間や
ペットとの散歩などは含まれているか?含めてよい
と考える。

○「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

○保健だよりを毎月発行し、食に関する情報発信
を5回以上行う。
〇望ましい食習慣について、生徒会と協力し、集会
等で情報を発信する。
○朝食の喫食率を85％以上。

・養護教諭と給食担当で協力して、食の自己管理能力の育成に
関する情報発信を行う。
・生徒保健委員会と協力して、全校生徒に発表を行う。
・生徒会担当と養護教諭と連携して取組の徹底を図る。 A

・朝食の喫食率は90％(R6:89%)で、成果指標を上回ることができた。
・生徒会と連携して情報発信に取り組んだことで、生徒達同士で自分の食生活を振り返り、どのよ
うに改善したいか考えることができた。
・保健だよりでは、規則正しい生活や栄養バランスなどの基本的な内容の他、朝食が食べたくな
るポイント、夜食をとる際の注意点、風邪の予防・治癒に効果のある栄養など、生徒が関心を持ち
やすい話題を取り上げた。

A

・生徒会との連携や保健だよりなど望ましい食習
慣と食の自己管理能力の育成に向けて努力が
あった。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の
上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの
年次休暇の取得日数１４日以上。

・教職員一人ひとりが担当する業務について、その目的に照ら
し、効率化・費用対効果の視点から見直しを行う。
・業務記録表を使って、業務改善をすすめ、月当たり80時間以上
の超勤を0％にする。前年度比10％減、学校閉庁日の設定。
・部活動休養日の取得率を100％にする。

B

・職員1人当たりの年次休暇の取得日数１４日以上としていたが、8.4時間と目標は超えることはで
きなかった。全職員が夏休5日の取得はできたが、中体連関係の振り替えや出張も多く、長期休
業期間内での対応が難しかった。 B

・年次休暇の取得日数が目標に届かなかった点
は残念。個人個人では管理が難しいこともあると
思うので、お互いに意識しながら休める環境にな
ればと思う。
・以前より、確実によくなっている

○セルフケア・ラインケア意識の向上 ○毎週水曜日の定時退勤、１８時施錠完了。 ・全職員が声をかけ合い、状況把握できるように、見える化した
定時退勤簿を設置し、週単位で、見通しをもって勤務計画を立て
ることができるようにする。中間評価までに、定時退勤簿達成率
を75％以上にする。

B
・毎週水曜日の定時退勤、１８時施錠完了については、様々な学校行事や進路事務手続きなどの
準備もあり、会議後にすぐに帰宅とはならなかった。職員の意識の持ち方に改善が必要である。

B
・最終評価を見る限り、成果指標をもう少し考える
べきでは、、、。
・先生方が明るく、みんな協力的で、若い先生もプ
レッシャーが少ないと思う。

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の充実 ○特別支援教育の視点を取り入れた環境整備に
取り組み、アンケートで授業が受けやすい環境であ
ると回答した生徒を85％以上。

･教科教育充実のために、特別支援学級を全校の時間割に組み
込む。
・各種研修を通して、特別支援教育に関する教職員のスキルアッ
プを図る。
・連絡会や職員研修、特別支援だよりを通して、全職員の共通理
解を図る。

A

・毎週、個別の時間割を作成し、生徒が見通しを持って学校生活を送れるようにした。支援員の活
用により、生徒の困り感に寄り添う支援を展開した。
・生徒や学校の実態に応じた研修会を開催した。また、校外で開催される研修会にも積極的に参
加し、スキルアップに努めた。
・授業が受けやすい環境であると回答した生徒は84％(R6:86%)であった。

A

・支援員の活用や、積極的に研修会に参加される
などスキルアップを図り、概ね達成されていると思
う。
・個々に応じた支援や活動がなされている。
・丁寧な指導が行われていると思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導

○生徒指導の充実 ○週１回の生徒指導部会の開催に加え、特別支
援・教育相談を含めた総合的な生徒指導体制づく
りを行うため、年3回以上関連する協議会を実施す
る。

・職員の共通理解のもと、組織的な取り組みで、諸問題の未然
防止、早期発見、早期解決に努める。

A
・年間計画に沿って生徒指導協議会を開催し、生徒指導体制の充実を図った。
・職員がそれぞれの立場で考え、生徒が主体的に活動できる場面を意図的に設定しながら、活
躍・承認を経験させ、生徒の成長につなげることができた。また各部会や学年間の連携で様々な
問題の未然防止や早期解決につなげることができた。

A
・様々な生徒がいる中、未然防止、早期解決に向
け尽力されていると感じる。
・

○教育相談

○教育相談の充実 ○不登校や相談室登校の生徒数を年度当初から
10%減少。

・アンケ－ト等を活用し、定期的に教育相談を実施して生徒理解
に努める。
・サポート相談員、別室対応支援員、学習支援員、養護教諭、
SC、SSW、関係機関等の活用により、生徒や家庭への支援を充
実させる。 B

・前年度にくらべ、年度当初の不登校や相談室登校の生徒数が増加した。教室への登校や授業
復帰できた生徒は少数で、年度当初からの不登校や相談室登校の生徒数減とはならなかった。
・アンケ－ト等を活用し、後期の教育相談を実施して生徒理解に努めた。教育活動全般におい
て、生活面における注意喚起だけではなく、生徒が頑張っていることへの称賛を加えて支援・指導
を行った。
・教育相談担当、SC、サポート相談員、学習支援員、別室対応支援員、養護教諭と諸機関との連
携を密にして、きめ細かい個別指導や支援の充実を図ることができた。

A

・不登校や相談室登校の生徒の増減は、様々な
支援の充実度を上げていっても中々減少に繋が
らないと思う。そのような中、それぞれにきめ細か
い個別指導や支援の充実を図っている。
・成果指標は見直して、「年度当初から増やさな
い」でよいのでは、、、。
・しっかり計画的に時間も設けて、保護者さん目
線で取り組まれていると思う。

○環境教育

○「佐賀市学校版環境ＩＳＯ」認定取得校として
の環境教育の推進

〇ゴミのない学校の取組を推進する。
〇SDGｓを達成するために、ゴミの減量、持ち帰り
に積極的に取り組む生徒85％以上。

・生徒集会で「佐賀市学校版環境ISO」認定取得校として環境教
育を説明する。
・SDGｓを意識し、各学級でゴミの削減について考え実践する。

B

・生徒会環境委員会の活動を推進することで、「佐賀市学校版環境ISO」の認定更新ができた。ま
た、生徒会を中心にボランティアによるゴミ拾いやプランターの花植え活動も実施することができ
た。定期的に環境ISO振り返りアンケートを実施し、活動に活かすこともできた。
・SDGｓを達成するために、ゴミの減量、持ち帰りに積極的に取り組む生徒は79％(R6:86%)であっ
た。

B

・昭栄中学校は清掃が行き届いていると感じてい
が、ゴミの持帰りなどについては引き続き指導を
お願いしたい。
・時代の変化とともに、制度自体の見直しを学校
側（生徒側）から提案することも一つの活動では
ないか。

○開かれた学校づくり

○開かれた信頼される学校づくりの充実 ○アンケートで「学校は学校理解につながる情報発
信を行っている」と回答した保護者80%以上。
○アンケートで「学校は、多くの保護者が来校でき
る機会を設定している」と回答した保護者80%以上。

・学校だより、学年だより、学級通信、ホームページ、連絡メール
などで必要に応じた情報発信をする。
・保護者が来校し生徒の活動を参観したり、PTA等保護者が参
画したりできる行事の設定をする。 A

・学校だより、学年だより、学級通信、ホームページ、連絡メールなどを通して必要に応じた情報
発信をした。「学校は学校理解につながる情報発信を行っている」と回答した保護者は
88%(R6:87%)であった。
・体育大会や文化発表会、フリー参観や学年行事等、生徒の活動・成長を見てもらう機会を設定
した。「学校は、多くの保護者が来校できる機会を設定している」と回答した保護者は90%(R6:91%)
であった。

A

・子ども達も地域公民館と近づいているし、地域
に協力的だと思う。

○小中連携

○中学校校区内の小学校との連携の推進 ○児童・生徒・教職員の相互交流の場や交流活動
の内容を充実させ、アンケートで、学校が必要に応
じた連携を行っているという回答を80％以上。

・各部門ごとに、小中合同会議や研修会、児童生徒交流会を実
施する。
・「入学説明会」「特別支援学級見学会・説明会」「中学生による
小学校でのボランティア活動」などを行い、小中交流を推進す
る。

A

・計画に沿って、教務、生徒指導、教育相談、特別支援教育等、各部門において小中連携を行っ
た。
・特別支援学級見学・説明会、新入学説明会・部活動見学、小6三校交流会などの行事を実施し
た。
・保護者アンケートで、「学校が必要に応じた連携を行っている」という回答が89％(R6:85％)であっ
た。

A

・小学校の方からも話を伺ったことがあるが、よい
連携が取れていると思う。
・四校の先生方やPTAも連携していると思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学習指導の充実・・・探究活動を取り入れた「総合的な学習の時間」のカリキュラム研究・開発に全職員で組織的に取り組むことができた。今後、総合的な学習の時間を中心とした探究活動を推進し、よりよく課題を解決し、自分の生き方を考える資質・能力を育んでいく。
・生徒指導の充実・・・組織的な取り組みで、諸問題の未然防止、早期発見、早期解決に努めると同時に、開発的生徒指導（生徒の出番・役割・承認）の視点に立った教育活動を展開できた。今後はさらに主体性を発揮できる機会を多く設け、積極的な挑戦と失敗を乗り越える経験から、たくましく自身を成長させることができる生徒の育
成を目指す。
・特別支援教育の充実・・・組織的な体制のもと、生徒の特性やニーズに応じた学びの場の設定や支援・指導を行うことができた。今後さらに、合理的配慮やユニバーサルデザインを意識した授業づくりや、お互いを理解し、認め、配慮しあえる学校集団づくりを推進していく。
・教育相談の充実・・・関係職員・関係機関との連携を密にして、きめ細かな相談・支援体制の充実を図ることができた。今後、WEBQUの結果分析・活用をさらに推進し、生徒の学習や生活に関わる諸問題の早期発見、早期解決に努めていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・確かな学力の定着・・・「対話的な活動」を取り入れた授業や「言語活動」を通して、自分の考えを他の人に伝える習慣や力が定着してきた。今後、協働的な学びや探究的な学習活動を柱に、「問い続け、学び続け、挑戦し続ける生徒」の育成を図る。
・生徒指導の充実・・・組織的な取り組みで、諸問題の未然防止、早期発見、早期解決に努めると同時に、開発的生徒指導（生徒の出番・役割・承認）の視点に立った教育活動を展開した。次年度は、開発的生徒指導の更なる充実を図り、生徒の主体性を育みたい。
・特別支援教育の充実・・・組織的な体制のもと、生徒の特性やニーズに応じた支援を行うことができた。また、新入学に向けたよりきめ細かな小中連携にも取り組んだ。今後は、インクルーシブ教育の視点に立ち、お互いを理解し、認め、配慮しあえる学校集団づくりも推進していく。
・開かれた信頼される学校づくり・・・学校理解のために各種便りや学校ホームページ、連絡メール等で情報発信を行った。また、在校生保護者だけでなく、新入学予定者の保護者や地域の保護司や児童民生委員にも来校していただく機会を設定した。生徒会を中心に校区内の小学校や地域でのボランティ
ア活動を計画し、多くの生徒が積極的に参加した。今後、ボランティア活動や行事等、地域の方々との活動をさらに充実させることで、生徒が地域の課題を理解し、社会貢献意識を高められるようにしたい。

２　学校教育目標 夢に向かって　たくましく　挑戦する生徒の育成　　～　自律　協働　～

３　本年度の重点目標 ①確かな学力の定着　②生徒指導の充実　③特別支援教育の充実　④開かれた信頼される学校づくり

学校名 佐賀市立昭栄中学校

４　重点取組内容・成果指標

最終評価 学校関係者評価重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり


